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１１ モニタリングの目的モニタリングの目的

•• 河川工作物の改良前後におけるサケ科魚類河川工作物の改良前後におけるサケ科魚類
の遡上状況、河床変化等を把握し、河川工作の遡上状況、河床変化等を把握し、河川工作
物の改良効果を総合的に検証する。物の改良効果を総合的に検証する。

２２ モニタリングモニタリングの実施期間の実施期間

•• 改良した河川工作物において、改良前及び改良した河川工作物において、改良前及び
改良後改良後33年の期間。年の期間。



３３ モニタリングの調査項目モニタリングの調査項目

縦横断測量縦横断測量

礫構成（横断線礫構成（横断線上上））

流速流速

流量流量

定点写真撮影定点写真撮影

河床変化把握のための調査河床変化把握のための調査

産卵床数産卵床数産卵状況把握のための調査産卵状況把握のための調査

遡上匹数遡上匹数遡上率把握のための調査遡上率把握のための調査

調査の内容調査の内容調査項目調査項目



イワウベツイワウベツ川の河川工作物改良箇所イワウベツ川イワウベツ川の河川工作物改良箇所の河川工作物改良箇所

斜里町導水管（H２０ 改良）

国有林治山ダム（H１８ 改良）

国有林治山ダム（H１９ 改良）２基

国有林治山ダム（H２１ 改良予定）

国有林治山ダム（H２２ 改良予定）

ピリカベツ川イワウベツ川

赤イ川 白イ川 斜 里 町

町道

道道９３号線



イワウベツ川イワウベツ川の河川工作物改良箇所の河川工作物改良箇所



赤イ川（イワウベツ川支流）赤イ川（イワウベツ川支流）のの
河川工作物の改良状況河川工作物の改良状況

平成平成1818年度年度

改良改良

（切り下げ）（切り下げ）

平成平成2020年度年度

改良改良

（切り下げ）（切り下げ）



ピリカベツピリカベツ川（イワウベツ川支流）川（イワウベツ川支流）のの
河川工作物の改良状況河川工作物の改良状況

平成平成1199年度年度

改良改良

（主ダム：スリット（主ダム：スリット 副ダム：切り欠き）副ダム：切り欠き）



調査の方法調査の方法

（サケ科魚類遡上・産卵状況の調査）（サケ科魚類遡上・産卵状況の調査）

••サケ科魚類の遡上時期に２～３週間間隔で、現サケ科魚類の遡上時期に２～３週間間隔で、現
地調査を実施（９月～１２月）。地調査を実施（９月～１２月）。

••調査は、河口部のさけます孵化場を起点とし、赤調査は、河口部のさけます孵化場を起点とし、赤
イ川及びピリカベツ川の遡上可能と思われる位イ川及びピリカベツ川の遡上可能と思われる位
置まで、１００ｍごとに小区画を設定し、小区画ご置まで、１００ｍごとに小区画を設定し、小区画ご
とに親魚及び産卵床の数を調査。とに親魚及び産卵床の数を調査。

••親魚及び産卵床の計測は目視による。親魚及び産卵床の計測は目視による。



調査の実施状況写真調査の実施状況写真

遡上率把握のための調査遡上率把握のための調査

河床変化把握のための調査河床変化把握のための調査



小区画ごとの親魚及び産卵床の計測（Ｈ２０．９．２２・小区画ごとの親魚及び産卵床の計測（Ｈ２０．９．２２・カラフトマスカラフトマス））



小区画ごとの親魚及び産卵床の計測（Ｈ２０．１１．３・シロザケ）小区画ごとの親魚及び産卵床の計測（Ｈ２０．１１．３・シロザケ）
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モニタリングの概況（平成モニタリングの概況（平成2020年度）年度）
①① 遡上率把握のための調査遡上率把握のための調査

※※99月月44日に、サケマス増殖事業協会において、カラフトマス日に、サケマス増殖事業協会において、カラフトマス500500匹の遡上を実施。匹の遡上を実施。
10 10 月月2222日に、サケマス増殖事業協会の当年度のサケの捕獲が終了。日に、サケマス増殖事業協会の当年度のサケの捕獲が終了。

1010月月99日まではカラフトマスの遡上数を計測し、日まではカラフトマスの遡上数を計測し、1111月月33日以降はシロザケの遡上数を計測。日以降はシロザケの遡上数を計測。



②② 産卵状況把握のための調査産卵状況把握のための調査
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※※99月月44日に、サケマス増殖事業協会において、カラフトマス日に、サケマス増殖事業協会において、カラフトマス500500匹の遡上を実施。匹の遡上を実施。
10 10 月月2222日に、サケマス増殖事業協会の当年度のサケの捕獲が終了。日に、サケマス増殖事業協会の当年度のサケの捕獲が終了。

1010月月99日まではカラフトマスの遡上数を計測し、日まではカラフトマスの遡上数を計測し、1111月月33日以降はシロザケの遡上数を計測。日以降はシロザケの遡上数を計測。



モニタリングの概況（平成モニタリングの概況（平成2020年度）年度）

イワウベツ川では河口から約２ｋｍ上流まで（改良イワウベツ川では河口から約２ｋｍ上流まで（改良
したダムから約１ｋｍ下流）カラフトマス、シロザケのしたダムから約１ｋｍ下流）カラフトマス、シロザケの
遡上を確認したが、それより上流では遡上の確認が遡上を確認したが、それより上流では遡上の確認が
できなかった。赤イ川では改良箇所を通過し遡上しできなかった。赤イ川では改良箇所を通過し遡上し
たカラフトマス・シロザケを確認。たカラフトマス・シロザケを確認。

①① 遡上率把握のための調査遡上率把握のための調査

②② 産卵状況把握のための調査産卵状況把握のための調査

産卵床は赤イ川合流点より下流のエリアで多く確産卵床は赤イ川合流点より下流のエリアで多く確
認された。赤イ川では改良床箇所より上流部でも産認された。赤イ川では改良床箇所より上流部でも産
卵床を確認。卵床を確認。



モニタリングの概況（平成モニタリングの概況（平成2020年度）年度）

・ピリカベツ川（平成・ピリカベツ川（平成1919年度改良）年度改良）

大きな河床変動は起きていない大きな河床変動は起きていない。。

・赤イ川（平成・赤イ川（平成1818年度改良）年度改良）

大きな河床変動は起きていない大きな河床変動は起きていない。。

※※ なお、なお、 H18H18改良箇所では改良箇所では66月月2323日の大雨後に、日の大雨後に、
玉石連結による帯工が不安定になっている箇所が玉石連結による帯工が不安定になっている箇所が
見られた。見られた。

③③ 河床変化把握のための調査河床変化把握のための調査



調査の方法調査の方法

（河床変化状況の調査）（河床変化状況の調査）

••改良箇所の横断測量を実施（１０月）。改良箇所の横断測量を実施（１０月）。

••礫構成調査、流速、水深の測定。礫構成調査、流速、水深の測定。

••水位計の設置と流量観測（７月～１１月）水位計の設置と流量観測（７月～１１月）

••定点撮影定点撮影

※※配布資料参照配布資料参照



今年度の調査予定今年度の調査予定と概況と概況

•• 遡上モニタリング遡上モニタリング、河床変化モニタリング、河床変化モニタリングを実施。を実施。
88月初旬よりカラフトマスの遡上を確認。月初旬よりカラフトマスの遡上を確認。
（（8/78/7 289289尾、尾、 8/198/19 575575尾をカウント）尾をカウント）

•• H18H18改良箇所では玉石連結による帯工が不安定改良箇所では玉石連結による帯工が不安定

になっている箇所が見られる。になっている箇所が見られる。
•• 治山ダム１基を改良予定。治山ダム１基を改良予定。

●● 赤イ川（イワウベツ川支流）赤イ川（イワウベツ川支流）

●● ピリカベツ川（イワウベツ川支流）ピリカベツ川（イワウベツ川支流）

•• 遡上モニタリング遡上モニタリング、河床変化モニタリング、河床変化モニタリングを実施。を実施。


